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　2018年 3月に大学院を修了し，4月からアメリカ，
サンディエゴにあるUniversity of California, San 
Diego （UCSD） のAnesthesiology labにVisiting 
scholarとして所属しております。大鳥精司教授の
ご厚意もあり 2年間の留学期間を予定しておりま
す。この場をお借りして，渡米後約 1年でのご報
告をさせていただきます。
ラボ，研究に関して
　現在，私は，UCSDのAnesthesiology and 
Program in NeuroscienceのWendy Campana lab
に所属し日々研究を行っております。これまで
に当教室から数多くの先生方が留学に来られて
おります。当ラボは，ラボマネージャー（韓国），
Chemist（韓国），学生数名，そして私で構成され
ております。少人数のラボではありますがその分，
常日頃からPIであるWendy Campana教授をはじ
め，スタッフの方々とコミュニケーションがとり
やすく，基礎研究にまだ不慣れな私にとっては最
適な環境です。
　渡米後 1か月は生活のセットアップでお休みさ
せて頂き，研究は 5月下旬から始まりました。 2
年滞在できることを考慮し，私のためにWendy 
Campana教授が新規プロジェクトを立ち上げ
てくださりました。テーマは，Schwann細胞が
分泌する細胞外小胞体であるExosomeの探求で
す。初めて耳にするExosomeという言葉でした
が，30年以上前に発見され，2008年にExosome
がmRNA, miRNAを内包し細胞間情報の伝達に
寄与している可能性が示唆されて以来，急速に
関連研究が発展しております。特に，癌の領域
では，Exosomeの報告は多く，血中に含まれる
Exosomeの測定を行うことで転移性腫瘍の情報
を得るといったバイオマーカーの一つにもなり
つつありHot topicでもあります。近年はNature
関連雑誌にもExosomeの論文が掲載されてお
り注目の高さが伺えます。Exosomeは直径30－
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写真　Welcome party　Wendy Campana教授宅にて。
　左から三番目が著者（私），上段左から 4番目がWendy Campana教授。
30 廣　澤　直　也
た。3歳になる長女は 2か月間毎日泣き続けてお
りましたが，今となっては，保育園に行きたいと
言うほどにまで成長し，大人以上に順応能力が高
いと感心しております。英語の発音に関しても耳
から入っていることもあり，rの発音など，日本
生まれ育ちの私には真似できないレベルで，いつ
もパパ違うと指摘を受けております。
　サンディエゴは，西海岸の中でも南端で，メキ
シコとの国境にあり，基本的に晴れており，海沿
いであり風は涼しく，雨はほぼ降りません。日差
しは沖縄のような強さで，妻や子供にとっては大
変なようですが，日焼けが趣味である私にとっ
て最高の天候であります。こんな最高のLocation
で生活できる幸せを噛みしめつつ，どんどん銀行
残高が減っていく現実に目をそらしながら生活を
しております。
　渡米して，一番感じたことは，本当に家族を大
事にするアメリカの文化です。何かと祝日は家族
で過ごすイベントが多く，家族のつながり（親族
含め）をもっと日本でも大事にしなくてはいけな
いなと思いました。また子育てに関しても，日本
にいた際は，同期一子煩悩かつ子供の保育園の送
り迎えをしていると思いと自負しておりました
が，こちらにきてその上を行くお父様を数多く拝
見し，この人たちはこんな物価の高い地でどう
やって収入を得ているのか心配になってます。こ
の文化を日本にいる同期に帰国後に伝授したく思
います。
　まとまりのない報告になってしまいましたが，
留学生活は毎日のようにいろいろなことがおき，
研究においても言語の壁を痛感し，日本であれば
スムースにいくのにと思うことが多々あります。
しかしこの貴重な海外留学生活は一生に一度しか
ありません。このチャンスを精一杯満喫したく思
います。2年にわたって海外留学を体験させて頂
いている整形外科学教室，そして，海外生活を満
喫してきなさいと送り出して下さった大鳥精司教
授，留学にあたり多くのご相談，サポートをして
くださった諸先輩方に改めて感謝いたします。
100nmという非常に小さいものですが，癌細胞の
みならず多くの細胞が分泌することがわかってお
ります。しかし，Schwann細胞の出すExosome
に関しては，2013年に報告がある以降，ほぼ報
告はなくいわば未開の領域であります。Wendy 
Campana教授がSchwann細胞研究における世界
的権威の一人であることもあり，今回この研究を
開始することができました。研究開始から約半年
で，やっとSchwann細胞からExosomeが抽出で
きたかなという段階であり，新規研究の大変さを
痛感しております。
　こちらの研究室に来て一番感じたことは，自
分から行動する，Actionをしかける重要性です。
日本にいた頃は，何か新しく始める場合は，先輩
が一から丁寧に教えてくれる環境におりました
が，こちらでは，全くそのようなことはなく，と
にかく自分からこれをやりたい，これがわからな
いから教えてくれと自分から動いて発信しないと
何も始まりません。私の英語力は旅行でなんとか
やっていける程度のレベルですので，今でもかな
りCommunicationに障害がありますが，発音や
らきれいな文章になっていなくても，熱意さえ
持って単語の羅列でも発信すれば，相手はそれに
答えてくれるなと感じております。それでも，肝
となる部分はお互いの誤解があってはならないの
で，その場合のみメールをするからと言って，ま
だ何とかなるwriting, readingでやりくりをして
おります。何とか 2年の滞在で簡単な会話ができ
るほどに英語力を上げたいものです。
生活・環境面
　渡米後 3か月はほぼ生活のセットアップに追わ
れておりました。家の契約，ライフライン，車，
家具，子供の保育園などなど全てを一から行うた
め，本当に大変でした。妻が幼少時にアメリカ在
住だったこともあり，英語がペラペラですので本
当に救われました。妻に感謝です。
　子供の保育園に至っては，子供を英語の環境に
慣らせるため，渡米後 1週でスタートさせまし
